
２
月
21
日
に
前
期

選
抜
の

合
格

発
表
が
、
３

月
16
日
に
後
期

選
抜

の
合
格

発
表
が
そ
れ

ぞ
れ
高

崎
高

校
で
行
な
わ
れ

た
。

安
堵
や

喜
び

の
表
情

を
浮
か
べ
る

新
入
生

が
多

く
見
受
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、

今
回
は
、

新
入

生
た

ち
に
合

格
後
の
心
境

や
今
後

の
展

望
な
ど
を
取
材

し
た
。

全
体

と
し

て
は
、

翠
巒
祭
や
定

期
戦
な

ど
の

行
事
が

楽
し
み
だ
と

答
え
た

生
徒

が
多
く
、

高
校
生
活

へ
の
期

待
が

感
じ
ら
れ
た
。
新
入
生
に
は
、
様
々

な
行
事

を
楽
し
み
な

が
ら
も

文
武

両
道
を
実
現
し

、
充

実
し
た

高
校

生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
。

◆

◇

◆

◇

◆

《
質
問
内
容
》

①
合
格
し
た
気
持
ち
は
。

②
入
り
た
い
部
活
動
は
。

③
高
校
生
活
で
楽
し
み
な

こ
と
は
。

④
高
校
生
活
で
頑
張
り
た

い
こ
と
は
。

⑤
高
校
卒
業
後
の
進
路
は
。

◆

◇

◆

◇

◆

入
沢
結
太
く
ん(

豊
岡)

①
合
格

に
対
し

、
喜

び
と
驚

き
を

感
じ
て
い
る
。

②
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
部
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
。

③
翠
巒
祭
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。

④
男
子
校
で
女
子
が
い
な
い

た
め
、

彼
女
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。

⑤
詳
し
く
は
決
め
て
い
な
い
が
、

Ｇ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｈ
以
上
の
レ

ベ

ル
の

高
い
大
学
に
進
学
し
た
い
。

飯
野
空
く
ん(

豊
岡)

①
発
表
前
か
ら
合
格
を
確
信
し
て

い
た
。

②
中
学
か
ら
し
て
い
た
吹
奏
楽
を

続
け
た
い
。

③
翠
巒
祭
が
楽
し
み
だ
。

④
男
子
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な

る
が

、
女
子

と
も
多
く
交

流

し
て

い
き
た
い
。

⑤
京
都

大
学

の
理
系
学
部

に

進
学

し
た
い
。

梅
津
壮
良
く
ん
（
藤
岡
）

①
安
堵
の
気
持
ち
が
最
も
大

き
い
。

②
陸
上
部
に
入
る
つ
も
り
だ
。

③
部
活

動
を

最
も
楽
し
み

に

し
て

い
る
。

④
勉
強
を
頑
張
り
た
い
。

⑤
国
公

立
大

学
の
理
系
学

部

を
目

指
し
て
い
る
。

角
田
文
武
く
ん
（
群
馬
中
央
）

①
試

験

に
コ
ン
パ

ス

を
忘
れ
た

た

め
、

合
格
を
知

っ
た
と
き
は
驚

い

た
。

②
学

校

説
明
会
の

時

に
エ
ー

ル

を

も
ら
っ
た
應
援
部
に
入
部
し
た
い
。

③
男

子

校
で
し
か

味

わ
え
な
い

よ

う
な

雰
囲
気
を
楽
し
み
に
し
て

い

る
。

④
勉
強
を
頑
張
り
た
い
。

⑤
教

師

に
な
り
た

い

た
め
、

教

育

学
部
に
進
学
し
た
い
。

荒
勇
毅
く
ん
（
入
野
）

①
や

っ

と
ス
タ
ー

ト

地
点
に
立

て

た
と
い
う
よ
う
な
感
じ
だ
。

②
サ
ッ

カ
ー
部
に
入
り
た
い
。

③
定
期
戦
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

④
勉
強
と
部

活
を
両

立
し
て

い
き

た
い
。

⑤
医
学
部
を
目
指
し
て
い
る
。

武
井
咲
太
郎
く
ん
（
松
井
田
）

①
安
心
し
て

い
る
の

と
同
時

に
嬉

し
さ
も
感
じ
て
い
る
。

②
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
部

か
陸
上

部
で
悩
ん
で
い
る
。

③
授
業
や
勉

強
を
楽

し
み
に

し
て

い
る
。

④
勉
強
と
部

活
を
両

立
で
き

る
よ

う
に
し
た
い
。

⑤
医
学
部
に
進
学
し
た
い
。

（
新
井
）

新

入
生
の
み
な
さ

ん
、

入
学
お
め

で

と
う
。

私
自
身
の
こ
と
を
振
り

返

っ
て
み
る

と
、

１
年
前
、

急
に

大

人
の
世

界
に
飛
び
込
ん
だ
か
の

ご

と
く
、

毎
日
が
驚
き
に
満
ち
溢

れ

て
い
た
。

本
当
に
男
子
し
か
い

な

い
学
校
。

時
代

と
マ
ッ

チ
し
て

い

な
い
金
色
の
校

章
輝
く
ス
リ
ッ

パ

。
想
像

と
は
違
う
高
高
生
活
の

ス

タ
ー

ト
で
あ
っ

た
▼
皆

違
う
中

学

校
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
着
て
登
る
鍋

割

山
登
山
で
は
親

睦
を
深
め
、
ク

ラ

ス
の
土
台
を
築

い
た
。

文
化
祭

用

の
お
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ

ツ
へ
と
変

わ

り
、
全
員

で
一

丸
と
な
っ

て
臨

ん

だ
翠
巒
祭
。

頼
り
に
な
る
先
輩

方

か
ら
、

皆
で
一
つ
の
も
の
を
作

り

上
げ
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ん

だ

。
今
年
で

77
回
を
迎
え
る
前
高

と

の
定
期
戦
で
は

、
日
々
の
練
習

を

通
じ
て
立
派
な

山
猿
（

前
高
生

が

高
高
生

を
揶
揄
す
る
と
き
に
使

う

言
葉
。

ち
な
み
に
高
高
生
は
前

高

生
を
白
豚
と
呼

ぶ
）

に
な
る
こ

と

が
で
き
た
。

今
年
は
新
入
生
の

皆

に
も
、

山
猿
と
し
て
一
緒
に
白

豚
を
撃
滅
し
て
ほ
し
い
。
他
に
も
、

高

高
で
の
生
活
は

、
さ
ま
ざ
ま
な

行

事
の
連

続
だ
っ

た
▼
「

人
は
一

生

懸
命
な
姿
が
一

番
美
し

い
」

。

こ

れ
は
、

ド
ラ
マ
３
年
Ｂ
組
金
八

先

生
の
主
人
公
、

坂
本
金
八
の
言

葉

だ
。
高
高

生
は
、

行
事
、

テ
ス

ト

、
行
事
、

テ
ス
ト
の
無
限
ル
ー

プ

の
中
で
、

常
に
何
か
に
追
わ
れ

て

生
活
し
て
い
る

。
時
に
心
が
折

れ

て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
こ
と
が

あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、

大

切
な
の
は
結
果

で
は
な
く
、
何

が

あ
っ
て

も
腐
ら
ず
に
全
力
で
努

力

す
る
姿
勢
で
あ

る
。

本
校
の
自

由

な
校
風
の
下
、

種
々
の
こ
と
に

挑

戦
し
、
自

分
だ

け
の
カ
ラ
ー
を

出
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
（
小
松
）
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希
望
に
満
ち
た
表
情
で
合
格
発
表
を
訪
れ
る
新
入
生

紙
面
割

表

新
井

裏

樋
口

新
聞
部
は
、
３
年
生
６
人
、
２
年
生

４
人
の
計
10
人
で
、
顧
問
の
北
爪
先
生
、

副
顧
問
の
大
隅
先
生
、
菊
地
先
生
の
も

と
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
聞
部
は
、

高
高
伝
統
の
部
活
動
で
あ
り
、
今
年
の

１
月
に
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
第
３
０
０
号

を
発
行
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
昨
年
の

県
の
高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２
席

の
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
平
日
の
放
課
後
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
興
味
・
関
心
の
あ
る

人
や
事
柄
を
取
材
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
過
去
に
は
、
『
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
』
の
作
者
の
川
原
礫
さ
ん

や
、
元
総
理
大
臣
の
孫
で
あ
る
中
曽
根

康
隆
さ
ん
に
取
材
を
行
な
い
ま
し
た
。

時
に
は
取
材
で
県
外
に
赴
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
！
是
非

入
部
し
て
く
だ
さ
い
！

（
大
手
）

新
聞
部
員
募
集

高
校
生
活
へ
の
期
待

取材を行なう新聞部員

新
１
年
生
が
語
る
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